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はじめに
　KAKERU幼児教室

　受験は、タイムマネジメントの勝負とも言われています。年長になって最初の講習会で
ある冬期講習では、課題を洗い出し、弱点を一つでも減らしておく意識を持てるかどうか
が、その後の成長を大きく左右します。できないこと、わからないことを後回しにして
も、自然にできるようになる保証はありません。早い段階でお子様の理解度を確認し、何
を身につける必要があるのか、どうすればできるようになるのかを明確にすることが大切
です。残りの10カ月をどのような意識で過ごすかによって、受験本番までに積み重ねられ
る経験には大きな差が生まれます。
　一方で、早期に弱点を洗い出すことが、勉強嫌いや運動嫌いにつながってしまっては本
末転倒です。 苦手な課題に取り組むことへの不安や抵抗感は、弱点強化を進めるうえで大
きな壁となります。その結果、苦手なことへの取り組みを先延ばしにしてしまい、気持ち
の成長を待つうちに、貴重な時間を失ってしまうことも少なくありません。

　KAKERU幼児教室では、苦手と向き合う時期だからこそ、楽しく取り組みながら、お子
様のやる気を引き出す授業が必要だと考えています。ただ「楽しい」で終わるのではな
く、一つひとつの課題に明確なステップを設け、できることを着実に増やしていきます。
お子様自身が成長を実感し、自信を持って次の課題に挑戦できることが、苦手を克服し、
受験本番で力を発揮するための土台になると考えています。



日程・料金
　KAKERU幼児教室

【持ち物】

 ■ 全講習で共通の持ち物
　 ・室内履き
 　・⽔筒

■ 講習ごとに必要な持ち物
持ち物が記載されている講習は、各自ご持参ください。
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301 ハイレベルペーパー 1.5時間

201

プログラム内容
　KAKERU幼児教室

ペーパートレーニングA　～四方観察・重ね図形・観覧車～　1.5時間

1.5時間ペーパートレーニングB　～積み木計数・シーソー・分配～

　ペーパー上だけでは理解しにくい課題も、具体物を使って実際に動かしながら学ぶこと
で、理解が深まります。特に、経験の差が理解度の差につながりやすい課題は、早い段階で
しっかりと基礎を身につけることが大切です。
　本講習では、つまずきやすい課題を中心に、実際に手を動かしながら学習します。通常授
業のペーパーとの大きな違いは「具体物」を実際に操作する時間をたくさんとります。見
て、触れて、動かして考えることで、ペーパーだけでは身につきにくい理解を確かなものに
し、今後のステップアップにつなげます。
　KAKERU幼児教室ならではの楽しい授業で、子どもたちの意欲を引き出し、最後まで考え
る力を育てながら、苦手意識の克服と集中力・注意力の向上を目指します。

①授業内で使用した具体物（重ね図形や観覧車などのセット）　
②復習用に授業と同じペーパー（約30枚）
　をお土産としてプレゼントいたします。

持ち物　：　鉛筆・クーピー

～解き方のレベルを上げる～　

 　他者と差をつけるための講習です。特に数量や推理、図形の単元でスピードと応用力を身
につけます。そのために必要なことは、「解き方のレベル」をあげることです。解き方のレ
ベルとは様々な出題形式に対して、最短距離で答えにたどり着くためのやり方です。例え
ば、計数ではまとめて数えるなど、通常は時間がかかる問題でも速く解答できるやり方で
す。このレベルが上がると、スピードが上がるのはもちろん、だれもが苦戦する問題に対し
ての理解度が上がります。特に数量の分野では補数や分配においては効果が高く、大きな差
をつけることができます。
　一見難しそうに見える出題でも、この解き方のレベルが上がっている子は自分で問題を整
理して、難なく解いていきます。本講習ではレベルを上げるためのトレーニングを行いま
す。KAKERU幼児教室では、ペーパー難関校を目指す方はもちろん、この「解き方のレベ
ル」を上げたい方に強くお勧めします。

※復習用に授業と同じペーパー（約30枚）をお土産としてプレゼントいたします。

持ち物　：　鉛筆・クーピー

～わからないのは経験の差～
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プログラム内容
　KAKERU幼児教室

受験絵画特訓 1.5時間

501 ハサミ・ちぎり・塗り特訓 1.5時間

受験絵画で、こんな課題はありませんか？
　・描画技術の不足：動物の特徴や人物の動きを、どのように描けばよいか分からず、
　　　　　　　　　　思い描いた場面を形にできない。
　・塗り方の課題：クレヨンの使い方や塗り方が身についておらず、丁寧に仕上げることが
　　　　　　　　　　難しい。
　・時間配分の課題：描き方が分からず手が止まったり、描くことに時間がかかったり
　　　　　　　　　　して、制限時間内に完成できない。
　・表現力の課題：テーマに沿って必要な要素を盛り込み、伝えたい場面を分かりやすく
　　　　　　　　　表現できない。

　本プログラムでは、クレヨンでの塗り方をはじめ、動物の描き方や動きのある人物の描き
方など、受験絵画に必要な基本技術を指導します。描き方のポイントを学び、頭の中にある
イメージを自分の手で形にできる力を養います。
さらに、描き方を身につけることで、描く際の迷いや手の止まる時間を減らし、制限時間内
に描き上げる力につなげます。

持ち物　：　クレヨン

～基本動作を習得し、制作の完成度を高める～
 　「制作が苦手だから」「完成までに時間がかかるから」と、制作課題の練習ばかりして
　　いませんか？

 ・ハサミで切るのに時間がかかる　・ちぎりがうまくできない　・塗り方が安定しない

　これらの問題は、制作課題の中で練習しても上達せず、いつまで経っても「作品を完成さ
せる練習」にはなりません。作業を分解し、部分練習を行う必要があります。本講座では、
ハサミ・ちぎり・塗りの正しいやり方を身につけさせ、制作をする上での土台を安定させま
す。そうすることで、制作課題では「作ること」に時間を使えるようになります。本講座の
目的は、単に巧緻性を鍛えることではなく、基本技術を習得し、制作の完成度を高めること
です。
　また、通常の有名私立総合クラスで実施している「巧緻性テクニカルテスト」の一部にも
取り組みます。課題に合格した方には、有名私立総合クラスのテクニカルカードに合格スタ
ンプを押印いたします。講習会での成果を、通常授業での継続的な目標にもつなげていきま
す。

持ち物　：　ハサミ、クーピー

～イメージを「時間内で」形にする～
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プログラム内容
　KAKERU幼児教室

指示制作の秘訣 1.5時間

　指示制作では、単に工作の技術があるだけでは十分ではありません。指示を頭の中で整理
し、何を、どの順番で行うのかを判断しながら進める力が求められます。また、次に必要な
作業を考え、手を止めずに取り組むことも重要です。

　・指示を整理する力：何をするのか、いくつの指示があったのかを把握し、
　　　　　　　　　　　作業の順番を整理する。
　・先を見通す力：今の作業だけでなく、次に何をするのかを考えながら進める。
　・管理する力：机上のスペースを適切に使い、作業しやすい状態を保つ。
　・時間を配分する力：一つの作業にこだわりすぎず、時間配分を考えて行う。
　・最後までやり遂げる力：状況に応じて進め方を工夫し、課題を最後まで仕上げる。

　指示の整理から作業の段取り、道具・材料・スペースの管理、時間配分まで、指示制作に
必要な一連の流れを具体的に指導します。何を、どの順番で、どのように進めれば時間内に
完成できるのか。実際に制作に取り組みながら、効率よく作業を進める方法を身につけま
す。

　指示を聞いて終わりにするのではなく、内容を理解し、自分で考えて行動し、最後までや
り遂げる。指示制作を通して、課題全体を見渡しながら、時間内に確実に仕上げる力を養い
ましょう。

※復習用に授業と同じ内容の指示制作セットをお土産としてプレゼントいたします。

持ち物　：　クーピー・ハサミ・スティックのり

～指示制作に必要な「段取り力」を身につけましょう～
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プログラム内容
　KAKERU幼児教室

自由制作・課題対応力特訓 1.5時間

801 早稲田生活力特訓 1.5時間

　自由制作課題は、青山学院初等部や慶應義塾幼稚舎、慶應義塾横浜初等部などで出題され
る課題です。自分で発想し、イメージしたものを形にするには、まず一定の巧緻性技能が必
要です。本講座では、「これさえ知っていれば、色々なものを作ることができる」という単
純、且つ応用が効く形を習得します。
　また、課題ごとに求められるテーマや方向性、発問に含まれる条件を正しく読み取り、何
が求められているのかを整理します。ゴールは基本の形を組み合わせて、自分なりの考えを
作品に反映する力です。
　さらに、作品に対してお尋ねも行います。深堀り質問では、ただ暗記した内容はすぐに見
抜かれます。ご家庭で考え方や価値観を日頃から共有することが大切です。ご家庭で目指す
方向性を共有し、日々の生活の中で実践することで、お子様自身の考えとして定着し、どの
ような課題にも対応できる力へとつながります。また、こうした日々の積み重ねは、願書に
記す内容との一貫性を持たせるうえでも重要です。「まだ基礎技能が追いついていないか
ら」と後回しにせず、早い段階から実際の試験を想定した課題に挑戦し、制作技術と課題対
応力を身につけていきましょう。

持ち物　：　ハサミ、みずのり、クーピー、クレヨン

～ 早期習得 → 日常での反復 → 無意識化 のサイクル ～
　生活巧緻性では、単に練習を繰り返すことではなく、「考えなくても正しくできる状態」
にすることが重要です。雑巾を絞る、衣服をたたむ、身の回りのものを整理するといった動
作は、正しい方法を知るだけでは十分ではありません。一つひとつの動作や行うことの意味
を理解し、実際に手を動かしながら繰り返すことで、少しずつ自分のものにしていく必要が
あります。
　KAKERU幼児教室では、正しい動作や手順を指導するだけでなく、ご家庭でも継続して実
践していただくことを大切にしています。学んだことを日々の生活の中で自然にできるよ
う、コツを身につけ、意欲を育みます。この「無意識でもできる力」こそが、試験本番で周
囲に左右されず、自分の力を発揮するための自信につながります。
　生活巧緻性のテストで本当に学校が求めているのは、受験の先にある、日々の生活を自分
の力で行っていくための力です。試験でできることを目標にするだけでなく、その先の生活
まで見据えて、正しい動作を日常の中で習慣にしていきます。今の練習が将来の自立につな
がることを意識しながら、一つひとつの課題に取り組んでいきましょう。

持ち物　：　なし

～「自由」に対する答えを導き出す力を身につける～
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プログラム内容
　KAKERU幼児教室

指示行動・サーキット特訓 1.5時間

1001-1002 ボール・縄跳び特訓（　8名定員　） 1.5時間

　小学校受験の指示行動では、運動能力だけでなく、先生の説明を聞き、複数の指示を整理
して、正確に行動する力が求められます。
　本講習では、ゴム跳び・くぐり・ラダー・的あてなどのサーキット課題を通して、聞いた
内容を理解し、次の行動を判断して動く力を育てます。
　また、動作が終わるたびに止まるのではなく、「跳ぶ→着地する→次へ移動する」など、
一つひとつの動きのつながりまで細かく指導し、スムーズに行動する力を身につけます。さ
らに、間違えたときには、講師の問いかけを通して「どこが違ったのか」「次は何を変える
のか」を振り返り、次の一回で実践します。
　指示を聞くだけで終わらず、理解し、考え、正確に動き、自分で修正する。このサイクル
を繰り返しながら、実際の試験で求められる指示行動の力を高めていきます。

持ち物：体操着

～「練習」×「正しいポイント」＝「上達」～
　ボールや縄跳びは、ただ繰り返し練習するだけでは上達しません。大切なのは、身体の動
かし方やタイミングなど、正しいポイントを知って練習することです。
　本講習では、一人ひとりの習熟度に合わせて目標を設定し、必要な動きを具体的に指導し
ます。
　縄跳びが初めてのお子さまは「まず1回跳ぶ」、跳べるお子さまは回数を増やす、連続し
て安定して跳ぶなど、今できることから次の段階へとつなげます。
　また、ただ練習を繰り返すのではなく、講師の問いかけを通して「なぜできないのか」
「どこを変えればよいのか」を考え、実際の動きに反映させます。正しいポイントを知り、
練習し、自分で動きを修正する。このサイクルを繰り返しながら「できた！」を積み重ね、
着実な上達を目指します。

※プログラムの都合上、少人数制とさせていただきます。お早めにお申し込みください。

持ち物：体操着

～「聞く」×「理解する」×「行動する」＝「実践力」～
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プログラム内容
　KAKERU幼児教室

行動観察　（ゲーム） 2時間

　行動観察のゲーム課題では、コミュニケーション能力やルールの理解、チームで協力する
姿勢に加え、課題を発見し、振り返りや改善につなげる力が求められます。自分だけがルー
ルや攻略法を理解していても、チームの仲間に伝えられず、提案や協力ができないことがあ
ります。また、勝ちたいという気持ちが先行し、否定的な発言をしたり、一方でゲームの進
め方がわからず、何も行動できなかったりすることも少なくありません。本講座では、まず
ルールの意味を理解し、勝つためにはどのような工夫や戦略が必要なのかを学びます。さら
に、チームで力を合わせるために何ができるのかを考え、「誰かがやってくれる」ではな
く、「自分に何ができるのか」を考えて行動できるよう指導します。

　各チームに講師が一人ずつ入り、ゲーム中の行動を観察しながら具体的にフィードバック
します。「勝ったからよかった」「みんなで頑張った」という曖昧な振り返りではなく、
「なぜ勝てたのか」「なぜ負けたのか」を明確にし、次のゲームでどのように行動を改善す
ればよいのかを実践する中で学びます。

　自ら考え、積極的にゲームに参加するためには、「勝ちたい」「また挑戦したい」という
意欲が大切です。「ゲームを楽しむ」とは？をテーマに、ルールを守ること、仲間と協力す
ること、勝敗を受け止めて次の行動に活かすことを学び、状況に応じて主体的に行動する力
を身につけます。

～状況を判断し、考えて行動する力を鍛える～
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プログラム内容
　KAKERU幼児教室

行動観察　（自由遊び） 2時間

　「自由」とは「何をやってもいい」と誤解されることが多々あります。「子供の自主性と
自立を尊重して」と何もしない誤った指導も、時に見受けられます。「自由に」と言われた
時に、どのような立ち振る舞いをするのか、自由に対する理解度によって大きく差がつきま
す。私立小学校が求める自由とは、「相手の自由を尊重したうえで自分が良いと思うことを
すること」と定義しています。この定義に基づいて、周囲の人たちと関わるにはどうするか
を学びます。

　近年の入試では、自由遊びで使用するアイテムも多様化しています。単に遊びを提案する
だけでなく、道具の特性や注意点を理解し、状況に応じて遊びを発展させる力が求められま
す。本講座では、創作遊び、得点を競う遊び、チーム戦、個人戦など、さまざまな遊びを実
際に体験します。「どうすればみんなが楽しめるのか」を考え、自ら提案し、周囲を巻き込
みながら遊びを発展させる力を養います。

　状況や使用するアイテムに応じた遊び方を具体的に解説し、実際に講師が遊びの中に入り
ながら指導します。自分の考えを相手に伝える説明力、積極的に働きかける行動力、状況に
応じて柔軟に対応する力を身につけ、みんなで楽しむための実践力を高めます。

～みんなと楽しむには？
　　　　　 遊びの仕組みを知り、提案力・行動力を身に着ける～

第1回  到達度診断テスト 

※詳細につきましては、別途ご案内いたします。

1.5時間



【お申し込みフォーム】
https://forms.gle/BuUHDmBSQQsW5Bt67 

【会員優先申込期間】　10月28日　水曜日13：00　～　
【オープン申込期間】　11月4日     水曜日13：00　～　

お申し込み多数の場合は、席をご用意できないことがございます。ご了承ください。
※KAKERU幼児教室の返信後、入金をもって、お申し込みが完了となります。
※期限内にご入金が確認できない場合は、キャンセルとさせていただきます。
※複数回ご送信いただいた場合は、最新の入力情報にて受付いたします。

【お問い合わせ先】
お申し込み後、2営業日以上経っても連絡がない場合や、ご不明な点がある場合は、
kakeruyoujikyousitu@gmail.com　までお問い合わせください。

【キャンセル・変更】
上記メールアドレスまで、ご連絡ください。

【営業時間】
平日（火～金）10:00～17:00／土日 8:00～15:00

【参観ルール】
・「参観不可」と記載のない授業につきましては、保護者様の参観をお願いいたします。
・安全管理上、お子様のみのお預かりはいたしかねます。
・受講生より年齢の低いお子様のご同伴・参観はできません。
・授業運営の妨げとなる場合や、体調不良が見受けられる場合には、講師判断により　
　ご退室をお願いすることがございます。
　その場合、原則として返金はいたしかねます。あらかじめご了承ください。

お申し込み方法
　KAKERU幼児教室

【お申し込みフォーム】

https://forms.gle/xAqvWyF4P5ytWGkb8
https://forms.gle/xAqvWyF4P5ytWGkb8
mailto:kakeruyoujikyousitu@gmail.com


キャンセル規定
　KAKERU幼児教室

【キャンセル規定】
ご受講料に対し、以下の金額を頂戴いたします。
受講者様のご都合による返金は、振込手数料を差し引いた金額での返金となります。

キャンセル手数料：入金後（申し込み完了後）は各講習一律 4,000円
振込手数料はお客様負担となります。

入金後（申し込み完了後）
～受講20日前の場合：キャンセル手数料のみ（各講習一律 4,000円）
受講日19日前～10日前：受講料の50％＋キャンセル手数料
受講日9日前～当日：受講料の100％


	KAKERU幼児教室
	【2027年度】
	冬期講習
	年長児 2021年4月2日～2022年4月1日生まれ対象
	TEL：03-5357-1664


	はじめに
	　受験は、タイムマネジメントの勝負とも言われています。年長になって最初の講習会である冬期講習では、課題を洗い出し、弱点を一つでも減らしておく意識を持てるかどうかが、その後の成長を大きく左右します。できないこと、わからないことを後回しにしても、自然にできるようになる保証はありません。早い段階でお子様の理解度を確認し、何を身につける必要があるのか、どうすればできるようになるのかを明確にすることが大切です。残りの10カ月をどのような意識で過ごすかによって、受験本番までに積み重ねられる経験には大きな差が生まれます。
	　一方で、早期に弱点を洗い出すことが、勉強嫌いや運動嫌いにつながってしまっては本末転倒です。 苦手な課題に取り組むことへの不安や抵抗感は、弱点強化を進めるうえで大きな壁となります。その結果、苦手なことへの取り組みを先延ばしにしてしまい、気持ちの成長を待つうちに、貴重な時間を失ってしまうことも少なくありません。
	　KAKERU幼児教室では、苦手と向き合う時期だからこそ、楽しく取り組みながら、お子様のやる気を引き出す授業が必要だと考えています。ただ「楽しい」で終わるのではなく、一つひとつの課題に明確なステップを設け、できることを着実に増やしていきます。お子様自身が成長を実感し、自信を持って次の課題に挑戦できることが、苦手を克服し、受験本番で力を発揮するための土台になると考えています。

	日程・料金
	【持ち物】
	■ 全講習で共通の持ち物
	　 ・室内履き
	　・水筒
	■ 講習ごとに必要な持ち物
	持ち物が記載されている講習は、各自ご持参ください。

	プログラム内容
	101
	201
	ペーパートレーニングA　～四方観察・重ね図形・観覧車～　1.5時間
	ペーパートレーニングB　～積み木計数・シーソー・分配～
	1.5時間
	～わからないのは経験の差～
	　ペーパー上だけでは理解しにくい課題も、具体物を使って実際に動かしながら学ぶことで、理解が深まります。特に、経験の差が理解度の差につながりやすい課題は、早い段階でしっかりと基礎を身につけることが大切です。
	　本講習では、つまずきやすい課題を中心に、実際に手を動かしながら学習します。通常授業のペーパーとの大きな違いは「具体物」を実際に操作する時間をたくさんとります。見て、触れて、動かして考えることで、ペーパーだけでは身につきにくい理解を確かなものにし、今後のステップアップにつなげます。
	　KAKERU幼児教室ならではの楽しい授業で、子どもたちの意欲を引き出し、最後まで考える力を育てながら、苦手意識の克服と集中力・注意力の向上を目指します。
	①授業内で使用した具体物（重ね図形や観覧車などのセット）　
	②復習用に授業と同じペーパー（約30枚）
	　をお土産としてプレゼントいたします。
	持ち物　：　鉛筆・クーピー
	ハイレベルペーパー
	1.5時間


	～解き方のレベルを上げる～　
	　他者と差をつけるための講習です。特に数量や推理、図形の単元でスピードと応用力を身につけます。そのために必要なことは、「解き方のレベル」をあげることです。解き方のレベルとは様々な出題形式に対して、最短距離で答えにたどり着くためのやり方です。例えば、計数ではまとめて数えるなど、通常は時間がかかる問題でも速く解答できるやり方です。このレベルが上がると、スピードが上がるのはもちろん、だれもが苦戦する問題に対しての理解度が上がります。特に数量の分野では補数や分配においては効果が高く、大きな差をつけることができます。
	　一見難しそうに見える出題でも、この解き方のレベルが上がっている子は自分で問題を整理して、難なく解いていきます。本講習ではレベルを上げるためのトレーニングを行います。KAKERU幼児教室では、ペーパー難関校を目指す方はもちろん、この「解き方のレベル」を上げたい方に強くお勧めします。
	※復習用に授業と同じペーパー（約30枚）をお土産としてプレゼントいたします。
	持ち物　：　鉛筆・クーピー




	プログラム内容
	401
	受験絵画特訓
	1.5時間

	～イメージを「時間内で」形にする～
	受験絵画で、こんな課題はありませんか？
	　・描画技術の不足：動物の特徴や人物の動きを、どのように描けばよいか分からず、
	　　　　　　　　　　思い描いた場面を形にできない。
	　・塗り方の課題：クレヨンの使い方や塗り方が身についておらず、丁寧に仕上げることが
	　　　　　　　　　　難しい。
	　・時間配分の課題：描き方が分からず手が止まったり、描くことに時間がかかったり
	　　　　　　　　　　して、制限時間内に完成できない。
	　・表現力の課題：テーマに沿って必要な要素を盛り込み、伝えたい場面を分かりやすく
	　　　　　　　　　表現できない。
	　本プログラムでは、クレヨンでの塗り方をはじめ、動物の描き方や動きのある人物の描き方など、受験絵画に必要な基本技術を指導します。描き方のポイントを学び、頭の中にあるイメージを自分の手で形にできる力を養います。
	さらに、描き方を身につけることで、描く際の迷いや手の止まる時間を減らし、制限時間内に描き上げる力につなげます。
	持ち物　：　クレヨン
	501

	ハサミ・ちぎり・塗り特訓
	1.5時間

	～基本動作を習得し、制作の完成度を高める～
	　「制作が苦手だから」「完成までに時間がかかるから」と、制作課題の練習ばかりして
	　　いませんか？
	・ハサミで切るのに時間がかかる　・ちぎりがうまくできない　・塗り方が安定しない
	　これらの問題は、制作課題の中で練習しても上達せず、いつまで経っても「作品を完成させる練習」にはなりません。作業を分解し、部分練習を行う必要があります。本講座では、ハサミ・ちぎり・塗りの正しいやり方を身につけさせ、制作をする上での土台を安定させます。そうすることで、制作課題では「作ること」に時間を使えるようになります。本講座の目的は、単に巧緻性を鍛えることではなく、基本技術を習得し、制作の完成度を高めることです。
	　また、通常の有名私立総合クラスで実施している「巧緻性テクニカルテスト」の一部にも取り組みます。課題に合格した方には、有名私立総合クラスのテクニカルカードに合格スタンプを押印いたします。講習会での成果を、通常授業での継続的な目標にもつなげていきます。
	持ち物　：　ハサミ、クーピー


	プログラム内容
	601
	指示制作の秘訣
	1.5時間

	～指示制作に必要な「段取り力」を身につけましょう～
	　指示制作では、単に工作の技術があるだけでは十分ではありません。指示を頭の中で整理し、何を、どの順番で行うのかを判断しながら進める力が求められます。また、次に必要な
	作業を考え、手を止めずに取り組むことも重要です。
	　・指示を整理する力：何をするのか、いくつの指示があったのかを把握し、
	　　　　　　　　　　　作業の順番を整理する。
	　・先を見通す力：今の作業だけでなく、次に何をするのかを考えながら進める。
	　・管理する力：机上のスペースを適切に使い、作業しやすい状態を保つ。
	　・時間を配分する力：一つの作業にこだわりすぎず、時間配分を考えて行う。
	　・最後までやり遂げる力：状況に応じて進め方を工夫し、課題を最後まで仕上げる。
	　指示の整理から作業の段取り、道具・材料・スペースの管理、時間配分まで、指示制作に必要な一連の流れを具体的に指導します。何を、どの順番で、どのように進めれば時間内に完成できるのか。実際に制作に取り組みながら、効率よく作業を進める方法を身につけます。
	　指示を聞いて終わりにするのではなく、内容を理解し、自分で考えて行動し、最後までやり遂げる。指示制作を通して、課題全体を見渡しながら、時間内に確実に仕上げる力を養いましょう。
	※復習用に授業と同じ内容の指示制作セットをお土産としてプレゼントいたします。
	持ち物　：　クーピー・ハサミ・スティックのり


	プログラム内容
	701
	自由制作・課題対応力特訓
	1.5時間

	～「自由」に対する答えを導き出す力を身につける～
	　自由制作課題は、青山学院初等部や慶應義塾幼稚舎、慶應義塾横浜初等部などで出題される課題です。自分で発想し、イメージしたものを形にするには、まず一定の巧緻性技能が必要です。本講座では、「これさえ知っていれば、色々なものを作ることができる」という単純、且つ応用が効く形を習得します。
	　また、課題ごとに求められるテーマや方向性、発問に含まれる条件を正しく読み取り、何が求められているのかを整理します。ゴールは基本の形を組み合わせて、自分なりの考えを作品に反映する力です。
	　さらに、作品に対してお尋ねも行います。深堀り質問では、ただ暗記した内容はすぐに見抜かれます。ご家庭で考え方や価値観を日頃から共有することが大切です。ご家庭で目指す方向性を共有し、日々の生活の中で実践することで、お子様自身の考えとして定着し、どのような課題にも対応できる力へとつながります。また、こうした日々の積み重ねは、願書に記す内容との一貫性を持たせるうえでも重要です。「まだ基礎技能が追いついていないから」と後回しにせず、早い段階から実際の試験を想定した課題に挑戦し、制作技術と課題対応力を身につけていきましょう。
	持ち物　：　ハサミ、みずのり、クーピー、クレヨン
	早稲田生活力特訓
	1.5時間

	～ 早期習得 → 日常での反復 → 無意識化 のサイクル ～
	　生活巧緻性では、単に練習を繰り返すことではなく、「考えなくても正しくできる状態」にすることが重要です。雑巾を絞る、衣服をたたむ、身の回りのものを整理するといった動作は、正しい方法を知るだけでは十分ではありません。一つひとつの動作や行うことの意味を理解し、実際に手を動かしながら繰り返すことで、少しずつ自分のものにしていく必要があります。
	　KAKERU幼児教室では、正しい動作や手順を指導するだけでなく、ご家庭でも継続して実践していただくことを大切にしています。学んだことを日々の生活の中で自然にできるよう、コツを身につけ、意欲を育みます。この「無意識でもできる力」こそが、試験本番で周囲に左右されず、自分の力を発揮するための自信につながります。
	　生活巧緻性のテストで本当に学校が求めているのは、受験の先にある、日々の生活を自分の力で行っていくための力です。試験でできることを目標にするだけでなく、その先の生活まで見据えて、正しい動作を日常の中で習慣にしていきます。今の練習が将来の自立につながることを意識しながら、一つひとつの課題に取り組んでいきましょう。
	持ち物　：　なし



	プログラム内容
	901
	指示行動・サーキット特訓
	1.5時間

	～「聞く」×「理解する」×「行動する」＝「実践力」～
	　小学校受験の指示行動では、運動能力だけでなく、先生の説明を聞き、複数の指示を整理して、正確に行動する力が求められます。
	　本講習では、ゴム跳び・くぐり・ラダー・的あてなどのサーキット課題を通して、聞いた内容を理解し、次の行動を判断して動く力を育てます。
	　また、動作が終わるたびに止まるのではなく、「跳ぶ→着地する→次へ移動する」など、一つひとつの動きのつながりまで細かく指導し、スムーズに行動する力を身につけます。さらに、間違えたときには、講師の問いかけを通して「どこが違ったのか」「次は何を変えるのか」を振り返り、次の一回で実践します。
	　指示を聞くだけで終わらず、理解し、考え、正確に動き、自分で修正する。このサイクルを繰り返しながら、実際の試験で求められる指示行動の力を高めていきます。
	持ち物：体操着
	1001-1002

	ボール・縄跳び特訓（　8名定員　）
	1.5時間

	～「練習」×「正しいポイント」＝「上達」～
	　ボールや縄跳びは、ただ繰り返し練習するだけでは上達しません。大切なのは、身体の動かし方やタイミングなど、正しいポイントを知って練習することです。
	　本講習では、一人ひとりの習熟度に合わせて目標を設定し、必要な動きを具体的に指導します。
	　縄跳びが初めてのお子さまは「まず1回跳ぶ」、跳べるお子さまは回数を増やす、連続して安定して跳ぶなど、今できることから次の段階へとつなげます。
	　また、ただ練習を繰り返すのではなく、講師の問いかけを通して「なぜできないのか」「どこを変えればよいのか」を考え、実際の動きに反映させます。正しいポイントを知り、練習し、自分で動きを修正する。このサイクルを繰り返しながら「できた！」を積み重ね、着実な上達を目指します。
	※プログラムの都合上、少人数制とさせていただきます。お早めにお申し込みください。
	持ち物：体操着


	プログラム内容
	1101
	行動観察　（ゲーム）
	2時間

	～状況を判断し、考えて行動する力を鍛える～
	　行動観察のゲーム課題では、コミュニケーション能力やルールの理解、チームで協力する姿勢に加え、課題を発見し、振り返りや改善につなげる力が求められます。自分だけがルールや攻略法を理解していても、チームの仲間に伝えられず、提案や協力ができないことがあります。また、勝ちたいという気持ちが先行し、否定的な発言をしたり、一方でゲームの進め方がわからず、何も行動できなかったりすることも少なくありません。本講座では、まずルールの意味を理解し、勝つためにはどのような工夫や戦略が必要なのかを学びます。さらに、チームで力を合わせるために何ができるのかを考え、「誰かがやってくれる」ではなく、「自分に何ができるのか」を考えて行動できるよう指導します。
	　各チームに講師が一人ずつ入り、ゲーム中の行動を観察しながら具体的にフィードバックします。「勝ったからよかった」「みんなで頑張った」という曖昧な振り返りではなく、「なぜ勝てたのか」「なぜ負けたのか」を明確にし、次のゲームでどのように行動を改善すればよいのかを実践する中で学びます。
	　自ら考え、積極的にゲームに参加するためには、「勝ちたい」「また挑戦したい」という意欲が大切です。「ゲームを楽しむ」とは？をテーマに、ルールを守ること、仲間と協力すること、勝敗を受け止めて次の行動に活かすことを学び、状況に応じて主体的に行動する力を身につけます。


	プログラム内容
	1201
	行動観察　（自由遊び）
	2時間

	～みんなと楽しむには？
	　　　　　 遊びの仕組みを知り、提案力・行動力を身に着ける～
	　「自由」とは「何をやってもいい」と誤解されることが多々あります。「子供の自主性と自立を尊重して」と何もしない誤った指導も、時に見受けられます。「自由に」と言われた時に、どのような立ち振る舞いをするのか、自由に対する理解度によって大きく差がつきます。私立小学校が求める自由とは、「相手の自由を尊重したうえで自分が良いと思うことをすること」と定義しています。この定義に基づいて、周囲の人たちと関わるにはどうするかを学びます。
	　近年の入試では、自由遊びで使用するアイテムも多様化しています。単に遊びを提案するだけでなく、道具の特性や注意点を理解し、状況に応じて遊びを発展させる力が求められます。本講座では、創作遊び、得点を競う遊び、チーム戦、個人戦など、さまざまな遊びを実際に体験します。「どうすればみんなが楽しめるのか」を考え、自ら提案し、周囲を巻き込みながら遊びを発展させる力を養います。
	　状況や使用するアイテムに応じた遊び方を具体的に解説し、実際に講師が遊びの中に入りながら指導します。自分の考えを相手に伝える説明力、積極的に働きかける行動力、状況に応じて柔軟に対応する力を身につけ、みんなで楽しむための実践力を高めます。

	第1回  到達度診断テスト
	1.5時間

	※詳細につきましては、別途ご案内いたします。

	お申し込み方法
	　KAKERU幼児教室
	【お申し込みフォーム】
	https://forms.gle/BuUHDmBSQQsW5Bt67
	【会員優先申込期間】　10月28日　水曜日13：00　～　
	【オープン申込期間】　11月4日     水曜日13：00　～　
	お申し込み多数の場合は、席をご用意できないことがございます。ご了承ください。
	※KAKERU幼児教室の返信後、入金をもって、お申し込みが完了となります。
	※期限内にご入金が確認できない場合は、キャンセルとさせていただきます。
	※複数回ご送信いただいた場合は、最新の入力情報にて受付いたします。

	【お問い合わせ先】
	お申し込み後、2営業日以上経っても連絡がない場合や、ご不明な点がある場合は、kakeruyoujikyousitu@gmail.com　までお問い合わせください。

	【キャンセル・変更】
	上記メールアドレスまで、ご連絡ください。

	【営業時間】
	平日（火～金）10:00～17:00／土日 8:00～15:00

	【参観ルール】
	・「参観不可」と記載のない授業につきましては、保護者様の参観をお願いいたします。
	・安全管理上、お子様のみのお預かりはいたしかねます。
	・受講生より年齢の低いお子様のご同伴・参観はできません。
	・授業運営の妨げとなる場合や、体調不良が見受けられる場合には、講師判断により　
	　ご退室をお願いすることがございます。
	　その場合、原則として返金はいたしかねます。あらかじめご了承ください。
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